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■運用報告書に関しては､下記にお問い合せください。 

 

 

 

○当ファンドの仕組みは次のとおりです。 
商 品 分 類 追加型投信／国内／不動産投信 
信 託 期 間 30年（償還日：2044年１月20日） 

主 要 
投 資 対 象 

親投資信託である「しんきんＪリートマザー
ファンド」（以下「マザーファンド」といいま
す。）の受益証券を主要投資対象とします。 

運 用 方 針 

①投資にあたっては、主としてマザーファン
ドの受益証券への投資を通じ、我が国の金
融商品取引所上場（上場予定を含みます。）
の不動産投資信託証券に投資し、投資信託
財産の着実な成長と安定した収益の確保を
目指して運用を行います。 

②運用にあたっては、「東証ＲＥＩＴ指数（配
当込み）」をべンチマークとし、これを中長
期的に上回る運用成果を目指して運用を行
います。 

③マザーファンドの受益証券の組入比率は、
原則として高位を保ちます。 

④市況動向あるいは資金動向等によっては上
記のような運用ができない場合があります。 

投 資 制 限 

①マザーファンドの受益証券への投資割合に
は制限を設けません。 

②マザーファンドを通じて投資を行う投資信
託証券への実質投資割合には制限を設けま
せん。 

③マザーファンドを通じて投資を行う同一銘
柄の投資信託証券への実質投資割合は、投
資信託財産の純資産総額の30％を超えない
ものとします。 

④株式への投資は行いません。 
⑤外貨建資産への投資は行いません。 

収 益 
分 配 方 針 

年１回の決算日に、原則として以下の方針に
基づき分配を行います。 
①分配対象額は、経費控除後の繰越分を含め

た配当等収益と売買益（評価益を含みま
す。）等とします。 

②分配金額は、委託者が基準価額水準、市況
動向等を勘案して決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合は、分配を行わな
いこともあります。 

③留保益は、上記「基本方針」および「運用方
法」に基づいて運用します。 

 

 

運用報告書(全体版) 

 

しんきんＪリートオープン 

（１年決算型） 

決算日 

（第11期：2025年１月20日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のお引立てに預かり厚く御礼

申し上げます。 

さて、ご購入いただいております「しんき

んＪリートオープン（１年決算型）」は2025年

１月20日に第11期の決算を行いました。 

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東 証 Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 指 数 ※ 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（配当込み） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ポイント ％ ％ 百万円 

７期(2021年１月20日) 14,058 0 △16.5 3,868.01 △14.1 99.1 10,743 

８期(2022年１月20日) 14,685 0 4.5 4,116.33 6.4 98.1 10,284 

９期(2023年１月20日) 14,783 0 0.7 4,190.49 1.8 97.2 11,227 

10期(2024年１月22日) 15,428 0 4.4 4,474.19 6.8 97.3 11,232 

11期(2025年１月20日) 14,290 0 △ 7.4 4,170.79 △ 6.8 98.6 8,649 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。 
 
※東証ＲＥＩＴ指数とは、東京証券取引所に上場されている不動産投資信託（Ｊリート）全銘柄を対象とした時価総額加重平均型の指数で、
2003年３月31日の時価総額を基準として株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）が算出・公表
しています。 

※銘柄数の増減など市況動向によらない時価総額の増減や増資などが発生する場合は、連続性を維持するため、基準時の時価総額が修正さ
れます。 

※東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の算出は、配当金落ち、有償減資の場合も基準時価総額の修正が行われます。 
※東証ＲＥＩＴ指数の指数値及び東証ＲＥＩＴ指数に係る標章又は商標は、ＪＰＸの知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など
東証ＲＥＩＴ指数に関するすべての権利・ノウハウ及び東証ＲＥＩＴ指数に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。
ＪＰＸは、東証ＲＥＩＴ指数の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。本商品は、ＪＰＸにより提供、保
証又は販売されるものではなく、本商品の設定、販売及び販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負いません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東 証 Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 指 数 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 （ 配 当 込 み ） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ 

2024年１月22日 15,428 － 4,474.19 － 97.3 

１月末 15,093 △2.2 4,378.56 △2.1 96.8 

２月末 14,367 △6.9 4,166.74 △6.9 96.5 

３月末 15,175 △1.6 4,410.17 △1.4 97.7 

４月末 15,338 △0.6 4,455.74 △0.4 98.5 

５月末 14,778 △4.2 4,302.09 △3.8 98.9 

６月末 14,683 △4.8 4,277.59 △4.4 98.6 

７月末 14,723 △4.6 4,290.75 △4.1 98.6 

８月末 15,149 △1.8 4,411.38 △1.4 98.3 

９月末 14,913 △3.3 4,339.32 △3.0 98.5 

10月末 14,605 △5.3 4,241.80 △5.2 98.6 

11月末 14,453 △6.3 4,204.17 △6.0 99.0 

12月末 14,419 △6.5 4,205.64 △6.0 98.5 

(期  末)      

2025年１月20日 14,290 △7.4 4,170.79 △6.8 98.6 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。   



品 名：90059_140873_011_03_しんきんJリートオープン（１年決算型）_1046717.docx 

日 時：2025/2/28 10:06:00 

ページ：2 

－ 2 － 

○第11期の運用経過等（2024年１月23日～2025年１月20日） 
＜当期中の基準価額等の推移＞ 
 

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注２） 分配金再投資基準価額および東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）は、期首（2024年１月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化

しています。 

（注３） ベンチマークは、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）です。 

 

＜基準価額の主な変動要因＞ 
当ファンドは、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）をベンチマークとして、親投資信託である「しんきんＪリー

トマザーファンド」の受益証券への投資を通じ、Ｊリートへの投資を行っています。 

当期における基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 

＜上昇要因＞ 

・インバウンド（訪日外国人）の増加により、ホテル市況が好調に推移したことに加えて、賃貸住宅市況や東

京のオフィス市況が改善するなど、不動産市況の回復が進展したこと。 

・米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が利下げを実施したこと。 

・新しい少額投資非課税制度（ＮＩＳＡ）を通じて、割安感や分配金利回りに着目した個人投資家からの買い

が見られたこと。 

・投資法人による自己投資口の取得が増加したこと。 

 

＜下落要因＞ 

・日銀がマイナス金利解除やイールドカーブコントロール（ＹＣＣ）の撤廃等、長短金利操作付き量的・質的

金融緩和政策を廃止したほか、利上げを実施したこと。 

・期の後半にかけて日米の長期金利が上昇したこと。 

・新ＮＩＳＡの対象から外れた毎月分配型不動産投資信託からの資金流出が継続したこと。 

・ＭＳＣＩ（モルガン・スタンレー・キャピタル・インターナショナル）が算出・公表する株価指数の定期見

直しで一部のＪリート銘柄が除外されたこと。 
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＜投資環境＞ 
（当期初～2024年３月末） 

１月下旬から２月にかけてのＪリート市場は、日銀による金融政策の変更が意識される中、下落基調が続き

ました。３月は、日銀内でマイナス金利政策の解除を支持する意見が広がっていると伝えられたことを嫌気

し、中旬にかけて大きく下落しました。しかし、日銀が大規模緩和を終了した後も、当面低金利環境が続くと

の見方が広がったことや、Ｊリートの割安感に着目した買いが入ったことなどから、３月半ば以降は急上昇し

ました。 

 

（2024年４月～６月末） 

４月のＪリート市場は、植田日銀総裁が「当面緩和的な金融環境が継続すると考える」と述べたことを受け

て、５月上旬にかけて強含みで推移しました。しかし、その後は植田日銀総裁が利上げの前倒しを検討する考

えを示したことをきっかけに長期金利が上昇し、下落に転じました。６月は、日銀が金融政策の正常化を慎重

に進める姿勢を示した一方、７月の金融政策決定会合における追加利上げ観測も根強く、一進一退となりました。 

 

（2024年７月～９月末） 

７月のＪリート市場は、月末に開催される日銀金融政策決定会合を控えて上値の重い展開が継続しました。

８月上旬は７月末の日銀金融政策決定会合で利上げが決まったことに加えて、さらなる利上げの可能性を示

唆したことや、米景気後退懸念が高まったことから大きく値を下げました。その後は、米国経済の底堅さが確

認されたほか、パウエルＦＲＢ議長が利下げに前向きな発言をしたことなどが支えとなり、買いが優勢になり

ました。９月は、米国で0.5％の大幅な利下げが決まり底堅い動きになりましたが、月末は自民党総裁選で石

破氏が選出されたことが嫌気され、株式市場とともに下落しました。 

 

（2024年10月～当期末） 

10月から11月にかけてのＪリート市場は、日米の長期金利が上昇したことから上値の重たい展開となりま

した。12月は、日銀の追加利上げ観測が高まったほか、年末を控えて投資信託の解約売りが膨らみ、12月19日

の東証ＲＥＩＴ指数（配当なし）は期中安値となる1,613.45ポイントまで下落しました。年末にかけては、日

銀金融政策決定会合で政策金利が据え置かれたことから反発に転じましたが、2025年１月には日銀の追加利

上げ観測が強まり軟調に推移しました。 

 

当期中の不動産のサブセクター別動向では、インバウンド需要の大幅な増加により良好な業績が期待され

るホテル系リートが堅調に推移した一方、外部成長による業績拡大期待が縮小した物流系リートが相対的に

軟調でした。 

 

＜当ファンドのポートフォリオ＞ 
当期を通じて、親投資信託である「しんきんＪリートマザーファンド」の組入比率が高位となるよう調整し

ました。 

 

●しんきんＪリートマザーファンド 

ファンドの運用方針に従い、①財務の健全性、②収益性および分配金利回り、③流動性および価格水準の観

点から銘柄を精査し、期末時点で42銘柄を組み入れています。追加設定・解約のほか、個別銘柄の入替えや保

有比率の調整に応じてＪリートの売買を実施しました。Ｊリートの組入比率は、高位を保ち、当期末では98.6％

となっています。 
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各銘柄の保有比率については、時価総額比率をベースに前述の３つの観点を勘案し、投資判断を行いまし

た。期を通じた主な調整では、収益は安定しているもののインフレ下での成長期待が限定的と思われる商業系

リートを少なめに保有した一方、インフレ下でも収益の成長が期待できると思われるホテル系リートと物件

売却によるポートフォリオ改善や自己投資口の取得など資本政策への取り組みがみられる物流系リートを多

めに保有しました。また、市況の改善が続いている住宅系リートとオフィス系リートの組入比率を引き上げま

した。 

 

＜当ファンドのベンチマークとの差異＞ 
当期の基準価額の期中騰落率は△7.4％となり、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の騰落率△6.8％を0.6％下

回りました。 

 

マザーファンドにおいては、一部の住宅系リートのアンダーウエートなどがマイナスに寄与したものの、堅

調に推移したホテル系リートのオーバーウエートなどがプラスに寄与しました。ただし、信託報酬のマイナス

分を上回るほどではなかったことから、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の騰落率を下回りました。 

 

＜分配金＞ 
当期の分配金については、基準価額の水準、市場動向等の諸々の状況を勘案して見送りとしました。なお、

収益分配に充てなかった部分については、信託財産中に留保し運用の基本方針に基づき運用します。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第11期 

2024年１月23日～ 
2025年１月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 8,523   
（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

＜今後の運用方針＞ 
引き続き、「しんきんＪリートマザーファンド」の受益証券の組入比率を高位に保ち、安定した収益の確保

と投資信託財産の着実な成長を目標として運用します。 

 

●しんきんＪリートマザーファンド 

運用の基本方針に従い、Ｊリートの組入比率を高位に保ちながら、①財務分析、②収益性分析、③流動性・

価格分析に着目した銘柄選定を行うことにより、安定した収益の確保と投資信託財産の着実な成長を目標と

して運用します。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年１月23日～2025年１月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 151  1.017  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 70)  (0.470)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 73)  (0.492)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  8)  (0.055)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.006   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.006)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.000   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 152   1.023    

期中の平均基準価額は、14,808円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等の掛かるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注３） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数点以下第３位未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.02％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年１月23日～2025年１月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
しんきんＪリートマザーファンド 71,222 201,600 715,170 2,015,800 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年１月23日～2025年１月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年１月23日～2025年１月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年１月23日～2025年１月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2025年１月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

しんきんＪリートマザーファンド 3,787,543 3,143,595 8,648,031 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2025年１月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 
 千円 ％ 
しんきんＪリートマザーファンド 8,648,031 99.3 

コール・ローン等、その他 61,203 0.7 
投資信託財産総額 8,709,234 100.0 

 
（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年１月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 8,709,234,533   

 コール・ローン等 55,202,824   

 しんきんＪリートマザーファンド(評価額) 8,648,031,468   

 未収入金 6,000,000   

 未収利息 241   

(B) 負債 59,565,092   

 未払解約金 11,569,495   

 未払信託報酬 47,995,597   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 8,649,669,441   

 元本 6,053,115,130   

 次期繰越損益金 2,596,554,311   

(D) 受益権総口数 6,053,115,130口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,290円 

 
（注１） 当ファンドの期首元本額は7,280,761,609円、期中追加設定

元 本 額 は 927,490,660 円 、 期 中 一 部 解 約 元 本 額 は
2,155,137,139円です。 

（注２） １口当たり純資産額は1.4290円です。 
 

○損益の状況 (2024年１月23日～2025年１月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 18,050   

 受取利息 28,150   

 支払利息 △       10,100   

(B) 有価証券売買損益 △  543,251,470   

 売買益 118,467,238   

 売買損 △  661,718,708   

(C) 信託報酬等 △  101,549,307   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  644,782,727   

(E) 前期繰越損益金 326,223,862   

(F) 追加信託差損益金 2,915,113,176   

 (配当等相当額) (  3,632,550,171)  

 (売買損益相当額) (△  717,436,995)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,596,554,311   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,596,554,311   

 追加信託差損益金 2,915,113,176   

 (配当等相当額) (  3,634,545,863)  

 (売買損益相当額) (△  719,432,687)  

 分配準備積立金 1,524,895,514   

 繰越損益金 △1,843,454,379   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費
税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（320,707,593
円）、費用控除後の有価証券売買等損益額（0.0円）、信託約款
に規定する収益調整金（3,634,545,863円）および分配準備積
立金（1,204,187,921円）より分配対象収益は5,159,441,377円
（10,000口当たり8,523円）ですが、当期に分配した金額はあり
ません。 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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